












冠動脈病変をもつ川崎病患児に対して、冠動脈の血栓性閉塞による突然死を防ぐ意味から、

長期間にわたる抗血小板療法が行なわれる。抗血小板剤としては、主にアスピリンが用い

られており、その有用性については多くの報告がある 1)2)が、最近、逆作用としての血栓

形成作用が明らかになってきている。 

1974 年に新しく開発された塩酸チクロピジン(商品名パナルジン)はアスピリンとは作用

機序の異なる抗血小板作用を有する。今回我々は健常成人でチクロピジンとアスピリンの

血小板凝集抑制効果について比較した。また、長期間にわたりアスピリンまたは、チクロ

ピジンの投与を続けている川崎病患児の血小板凝集能についても検討したので報告する。 


